
熊本大学教 育実践研究 第36号,113-119,2019

主体的な動 きを引き出すポー トボールの授業デザイン

　 　 　 　　**

境 内 エ ミ ・日置健児朗 ・田 中 晶 子 ・大 石 康 晴 ・坂 下 玲 子

LessonPlananddesignofportballtobringoutsubjectivemovement

EmiSAKAEucHI,KenjiroHIoKI,AkikoTANAKA,YasuharuOIsHIandReikoSAKAsHITA

1.は じめ に(問 題 や 目的等)

本校の中学部 にお ける保健体育の授業は週 に3回

で活動時間 は30分 間であ る.朝 の会 の後 の時間 に設

定 されてお り,体 を動 かす ことによ り1日 の調子を

整え る意味 もあ る.通 常 は ラジオ体操 とラ ンニ ング

を中心 に実施 し,時 期 に よっては水泳や ボール蹴 り

等の運動 にも取 り組んで きた.こ れ までさ まざ まな

個人的 な動 きを行 って きたが,チ ームスポー ツの経

験は少 ない.授 業 中は,運 動が得意 な生徒 もそ うで

ない生徒 も真面 目に取 り組み,自 分 な りに動 きを理

解 して体を動かす など意欲的 に活動す ることがで き

て いる.ボ ールを使 った運動 に関 して は,ボ ールを

見て いなか った り,体 の使い方が ぎこちなか った り

してス ムーズ な動作が難 しい様子 も見 られ る.

これ まで,本 校 の体育 ・保健体育科 では各学 部そ

れぞれ が計画 を立 て,取 り組 んで きた.研 究 を進 め

るにあた って,体 育 ・保 健体育科 の系統性 にっいて

小 ・中 ・高各 学部 の担 当者 が話 し合 いを重ね,「 本

校 にお け る保健体 育科の重点項 目」(表1)を 作 成

し,そ れぞれが将来 の豊か なスポ ーツライフの実現

を 目指 し,系 統性をも って授業に取 り組むことになっ

た.平 成29年 度 に取 り組む種 目は,小 学部 はボール

運動,中 学部 はポ ー トボール,高 等部 はバ スケ ッ ト

ボール と した.

次期学習指導要領等 に向 けた これ までの審議の ま

とめ(文 部科学 省,2016)(以 下,審 議 の ま とめ)

では,保 健体育科 の課題 の1っ と して 「習 得 した知

識や技能を活用 して課題解決す ることや学習 した こ

とをわか りやす く伝 え ること」 が挙 げ られて いる.

また,学 習指導要領(文 部科学 省,2017)(以 下,新

学習指導要領)で は 「豊か なスポー ツライフを実現

す るため の資質 ・能力の育成 を 目指 し,オ リンピ ッ

ク ・パ ラ リンピ ックとも関連 させ,す る ・知 る ・み

る ・応援す るなどの多様 な関わ り方 にっいて取 り扱

うことと してい る.こ のよ うなスポ ーツへ の多様 な

関わ り方は,自 分が考えたことや運動 したことを言

葉で表現できるようになる過程や考えたように動 く

などの思考 と運動の関係へも効果的だと考える.以

上のような内容を踏まえて取り組んだ実践にっいて

報告する.

2.取 組 の概 要

1)単 元の 目標

本単元 を始 め る前 に,生 徒がポ ー トボールで どの

ような動きをす るのかを把握す るために,ポ ー トボー

ル のゲームを行 った.初 めて取 り組む生徒 がほ とん

どで あ り,攻 め る方 向がわか らなか った り,シ ュー

トまでた どり着 けず にポールを コー トの外 に出 して

しまった りす る様子が見 られた.

表1本 校における保健体育科の重点項 目

豊かなスポーツライフの実現

高等部

・自分の好きな運動を選んで実践できる

・様々な種 目への取絹(選 ぶ)

・チームで作戦会議 ・仲間との協力、共感
・体力の向上(筋 力)

・生活に必要な健康・

安全に関する事柄を理
解し、将来の生活を豊
かにする態度の育成

保健

中学部

・運動の経験を拡げる

・ルールのある運動

・自分の身体・動きへの気づき ・相手を意識した取組

・体力の向上(持 久力)

・思春期における

健全な心身の育成
保健

小学部

・運動の楽しさ、喜びを感じ「好き」になる
・動きの基礎、基本(走 る、跳ぶ、投げる、物の操作)
・友だちと一緒に

・体力の向上(調 整力)

健康や身体の変化に
関心をもつ
生活科

*熊 本大学教育学部附属特別支援学校

**熊 本大学大学院教育学研究科

生徒たちが,ポ ー トボールを通 して,自 分の体や

動きへの理解を深め,個 人的技能と集団的技能が向

上 し,達 成感や 自信 ・悔 しさなど様々な感情の表出

ができるようになることで,主 体的な動きを引き出

すことをね らい,具 体的な単元の目標を次のように

立てた.

① 基本的なボール操作や相手の動きに応 じた攻防

を展開することができる.【 知識 ・技能】

② 自分で考えたり,友 だちや教師の意見や動きを

参考にして,運 動す ることができる.【 思考 ・

判断 ・表現】

③ 友だちと協力 して活動に取 り組み,勝 敗を競う

楽 しさや喜びを味わうことができる.【 主体的

に学習に取 り組む態度】
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さらに,保 健 体育科 では,今 回のよ うなチー ムス

ポー ツの場合,一 一つ の 目標 に向か ってみ んなで協 力

し,励 ま しあ った りす る場 面を多 く設定 でき ること

か ら,他 の教科 に比べ 「他者へ 意識 を 向け,多 様 性

を尊重 しっっ,互 いのよ さを生か して協働す る習慣

や態度」を育む ことがで きると考えた.

2)指 導計画

本単元 は,12時 間 目のポー トボール大会 に向 けて,

毎 日の学習 に取 り組む という構成 であ る.学 習単元

は全12回 の3次 構成 に した.(表2)

第1次 で は,ポ ー トボールの基本 となるパ スや ド

リブル,シ ュー ト,守 りな ど一一人一 人の①基礎 的 な

動 きの習得 に取 り組んだ.

第2次 で は,ウ ォー ミング ア ップか らチームで行

うことで②仲 間を意識 し協力で きる ように した.ま

た,ハ ー フコー トで のゲー ムを行 うことで③攻 め と

守 りの イメー ジを もっ ことがで きるように した.

第3次 のポー トボール大会 と前時 まで に行 った ミ

ニゲ ームは,ル ー ルの簡易化 によ り,全 員が ボール

に触れた りシ ュー トした りす る ことで,④ 試 合を楽

しむ ことがで きるように した.

表2学 習指導計画

次 題材 学習活動 時間 評価方法

1

攻め ・守

りの技を

身に付け

よう

ド リブ ル,パ

ス,シ ュー ト,

フ ェイ ン ト,

守 り

1～4

行動観察

ミニゲーム 5

2

チームで

練習 しよ

う

チームで攻め

る,作 戦会議
67
行動観察

ミニゲーム 8

ハ ー フ コー ト

ゲーム

9・

10・11

3

ポー トボ
ール大会

をしよう

ポー トボール

大会 12

行動観察

単元全体を通 し,⑤ ワクワクし,う れ しい ・悔 し

い等の⑥ さまざまな感情を感 じたり言葉で表現でき

るような学習内容の設定を行 った.学 習では毎回課

題を提示することで⑦思考や工夫を促 し,イ メージ

したように体を動かす過程を大事にした.共 同研究

者である熊本大学大学院教育学研究科保健体育科教

育の大石康晴先生 ・坂下玲子先生からの助言を授業

改善に生か しながら毎 日の授業に取り組んだ.

3)授 業における工夫点

①基礎的な動きの習得(図1・2)

授業の構成は,「課題の提示 ・思考 ・実践 ・活用」

という流れ にした.課 題は,「今 日のがんば りポイ

ン ト」 と して具体的 に生徒 たちに投 げか けた.例 え

ば ドリブルの手 の動か し方を習得す るため に,「ど っ

ち の ドリブルを した い?」 と生徒 たち に投 げか け,

ボールを手の平でパ ンパ ン音が鳴 るように叩 くドリ

ブル と,ボ ー ルの動 きに合わせて手首 を柔 らか く動

か しボールが手 に くっっいて いるように見え る ドリ

ブル を見比べ る ように した.手 首を 「焦 点化 」 して

見 るこ とで,生 徒 たちの思考 を助 け,考 えやす い よ

うに した.

次 に,姿 見で 自分 の手元 を 「焦点化」 して見 なが

ら ドリブルを した り,難 しい生徒 には手 の動 きに合

わせて教師がボールを動か し ドリブル のイメー ジを

もて るよ うにす る等 の手立 てを行 った.そ の後,ド

リブルシ ュー トをす る活用場面を設定 してい くといっ

た授業の流れで進めて いった.

「焦点化」 に加え,必 要 に応 じて 「言語化」も行 っ

た.チ ェス トパ スの手 の動 きを指 導す る場面 では,

両手を合わせて 「いただ きます」 の姿勢か らパス を

押 し出す際の両手 の動 きに合わせて 「手首ポ ヨヨヨ

～ ン」 とい う言葉 を添えて 「言語化 」 し,手 首の動

きに 「焦点化」 した.

②仲間を意識 し協力す る

チー ムは赤 ・白 ・青の3チ ーム と した.1チ ー ム

6人(3人 ×2)編 成で,同 じ色 のチームを応援で

きるよ うに した.3人 の メ ンバ ーは,戦 力 の均 等性
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や相性等を考慮 し,生 徒同士の力が十分発揮 し合え

るようなチーム構成にした.

③攻めと守りのイメージをもっ(図3)

コー ト内の空 いて い るスペ ー ス に気づ くた め に

「空 いて いるスペースは どこ?」 とい う課題 を出 し,

ホ ワイ トボ ー ドに コー トを描 き,マ グネ ッ トを人 に

見立て,視 覚的 に コー ト内の様子 を生徒 たちに示 し

て思考 を促 し,攻 めや守 りの イメージづ くりを行 っ

た.そ の後,実 際 に コー ト上で動 き,イ メー ジを具

体化す るように した.

ホワイ トボー ドを活用 して視覚化す ることで,教 師

が話す時間を短縮 し,運 動量の確保もね らった.次

に,授 業始めの準備運動や簡単なゲームでは,生 徒

が動きながら自分で動きを工夫 した りゲーム感覚で

楽 しめる内容を盛 り込み,生 徒が楽 しんで運動でき

るようにした.

④ 試合を楽 しむ(図4)

ルール の工夫 では,攻 め と守 りが分か りやす い よ

うに,攻 防が替 わ るとき には一旦笛 で動 きを止め,

攻め る方 向を確認す るように した.ゴ ールの カゴは

大 きなものに し,ゴ ールマ ンは教師が担 当す ること

でた くさんの得点が入 るようにす る等の工夫を行 っ

た.ま た,定 期 的 に ミニゲー ムを設定す ることで,

試 合の見通 しを もち,ポ ー トポール大会 を楽 しみ に

し毎 日の授業 に取 り組む ことがで きるように した.

表4「 今 日のがんば りポイン ト」の例

⑤ ワクワクす るため に

授業で は,生 徒が 「ワクワクす る」 こ とを 目指 し

た.ま ず は授 業の流れ を一一定 に し,ホ ワイ トボー ド

にスケ ジュールを提示 して見通 しが もて るように し

た.さ らに 「今 日のがんば りポ イン ト(表3・4)」

を1っ 生徒 たち に伝 え,意 識す る動 きを押 さえた.

「ドリブルの手をやわらかく使お う」

「とおせんぼゲームでうまく抜けてシュー トしよう」

「ボール をとられないよ うに ドリブル しよう」

「パスをしよう.ド リブルをしよう」

「ドリブルとパスで敵を抜こ う」

「空いているところに走ってボールをもらお う」

「『ハイ!』 」と言ってボールをもらお う」

「パスと ドリブルをしてシュー トを決めよう」

準備運動では 「タオル体操」や 「とおせんぼゲー

ム」 「ドリブルお にご っこ」 など生徒が 「ワクワク」

しそ うな運 動 を取 り入 れ た.「 タオ ル体 操」 は,遊

び の要素 を含 み,生 徒 たちが楽 しんで体 を動 かせ る

ことか ら準備運動 と して取 り入れ ることに した.タ

オル を持 って前方 へ大 き く回 した り,タ オルを上 に

投 げて手 を叩いてキ ャ ッチ した りす る,2人 組で背

を 向け合 って足 を大 き く広 げ,足 の下 に敷 いた タオ

ル を笛 の合 図で早 く取 った方が勝 ち等,楽 しんでで

きる動 きを取 り入れた.(図5)

「とおせ んぼゲー ム」 は,ボ ール を持 った生徒が

3人 の 「とおせんぼ」 をフェイ ン ト等 を しなが ら交

わ して抜 き,ゴ ールマ ンのか ごにシ ュー トを決め る
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ゲー ムで ある.生 徒 が 「とおせん ぼ」 して守 りの動

きもゲー ム感覚で体得で きるように した.(図6)

第 スタート

とおせんぼ1

とおせんぼ2

x

x

とおせんぼ3 x

〃〔ヨ
ゴールマン

x

図6と おせんぼゲーム

「ドリブルおに ごっこ」 は,生 徒が2チ ーム に分

かれ,一 方 のチ ームがボールを取 られ ないよ うに ド

リブル しなが ら移動 し,も う一方 のチ ームがボール

を追いか ける とい うゲー ムで ある.生 徒 ができ る範

囲の ドリブルでよい とい うル ールに し,楽 しめ るよ

うに した.時 間 は生徒 の様 子を見 なが ら調 整 してい

き,ゲ ーム時 間は2分 間に設定 した.

振 り返 り ・称 賛の場 面で あ る 「ナ イス プ レイ」

「ナ イス応 援」 の発 表で は,毎 回1人 ずっ 選 び,み

ん なの前で称賛を行 って達成 感や満足感を味わえ る

ように した.(図7)

穴 ●☆

索 ●責

☆ ●★

☆ ●漁

穴[==〉<■ ■■ ●☆

☆ ●決

六 ●☆

★ ●★

☆ ●☆

図7ド リブルお にご っこ

⑥ さまざまな感情を感 じたり言葉で表現する

⑤試合を楽 しんだり⑥ワクワクしたりできるよう

な活動を多 く取 り入れ,う れ しい ・悔 しい等さまざ

まな感情を引き出せ るようにした.ま た,喜 怒哀楽

の感情に優劣はなく,運 動中に感 じたさまざまな感

情を表出することができるように安心 して運動でき

る場や雰囲気づ くりを行 った.活 動の中で,体 のど

この部分を使ったかやどのように動いたのかを質問

し,動 きを言葉で表現する場面を作るようにした.

⑦思考や工夫を促 し,イ メージしたように体を動か

す(図8)

「課題 の提示 ・思考 ・実践」 とい う学習の展開の

中 に,「 イ メー ジ して動 く」 とい う流れ を仕 組ん だ.

授業時 間に加 え,授 業 前の朝 の会 の 中で,前 日の授

業 のVTRを 振 り返 り,友 だち のよい動 き に気 づ い

た り,動 きのポ イ ン トに注 目して思考 し,イ メー ジ

を膨 らませた りす るように した.そ の後,す ぐに イ

メー ジ した ことを実際 の動 きの中で実践 して い った.

3.学 習 の実 際

1)タ オル体操(第1～11時)

タオル体操 では,片 手で タオル を持 って大 き く回

す(前 方 ・後 方),頭 の上 で大 き く回す,2人 組 で

向か い合 いあ って両手で タオ ルを持 ち,一 緒 に回転

す る等 の運動 に取 り組んだ.タ オル を使用 した こと

で,肩 回 りを意識 して動 かせ るようにな った.ま た,

2人 組で取 り組んだ ことで,相 手 の動 きに も意識 を

向 けて運 動す る ことがで きた.回 転す る際には,両

腕 を大 き く挙 げ,肩 回 りの可動域 の広 が りが見 られ

るようにな った.タ オルを持っ とす ぐに前 や後 ろに

回す ようにな った り,タ オルを 回す 際には膝 を 曲げ

て,全 身 で リズ ミカル に回す よ うにな ったが,見 本

と逆 の手 で回 して しまう生徒 もいた.タ オルを上 に

投 げて手 を叩いてキ ャ ッチす る運動 では,タ オル を

小 さ く丸 めて高 く投 げ,で きるだ けた くさん手を叩

いて キ ャ ッチ した り,背 中で キ ャ ッチす る等 の,生

徒 たち 自 ら動 きを工 夫 して 楽 しむ姿 が 見 られ た.

(図9)
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2)ド リブルの 「焦点化」(第3時)

ドリブル の 「焦 点化」で は,ボ ールの動 きに合わ

せた手の動か し方を意識 させ るための手立てを行 っ

た.生 徒 が ドリブル をす るの に合 わせ て,教 師 が

「す う っと」 とい う言葉 と手を添 えてボー ルを動 か

しバ ウ ン ドの様 子を再現 し,ボ ールが上 が って くる

ところ に合わせて生徒が手を引 き上 げるとい った コ

ツをっ かめ るように した.何 度 か繰 り返 し行 うと,

生徒た ちは,バ ウ ン ドして跳ね上が るボールに合わ

せて手 を柔 らか く引 き上 げ,ま た押 し出す とい う動

きがで き るようにな った.自 ら姿 見を見 て,手 の動

きや腰の高 さを意識 して ドリブル練習 に励む様子 も

見 られ た.片 手で の ドリブルが難 しい生徒 には,両

手でボールを床 に強 くバ ウン ドさせてキ ャ ッチす る

とい う動 きに変えて行 った.

3)ボ ール を取 られな いよ うに ドリブル しよう

(第4,7時)

「ボールを とられ ない ように ドリブル しよう」 と

い う 「今 日のがんば りポ イ ン ト」 を設 定 し,ド リブ

ルお にご っこを行 った.時 間い っぱ い ドリブルで逃

げ回 り,敵 か らボ ールを取 られ なか った生徒 をみん

なの前 で紹 介 し,ど のよ うに したのか尋ね た.す る

と実 際に ドリブル を しなが ら,「 よけ る」 や 「にげ

る」 とい った発言が見 られた.思 考 して動 くことや,

動 きを言葉で表現す ることがで きていた.

教育実習 に来ていた大学生 と行 った ドリブルお に

ごっこで は,ボ ールを持 って逃 げた り,少 し前ヘボー

ルをふわ っと飛ば し走 って追いか けて逃 げた りす る

など 「ボールを取 られた くない」 とい う強い気持ち

や 自分 なりに思考 し工夫す る姿が見 られた.

4)と おせんぼゲーム(第8時)

とおせん ぼゲームでは,初 めの ころは 「とおせ ん

ぼ」の教 師の前をゆ っくりと したス ピー ドで右か ら

通 り過 ぎて い くことが多 か った が,次 第 に友だ ちの

よい動 きや教 師の手本を見た り,運 動 を繰 り返 した

りす る中で,自 分 な りに思考 し,ス ピー ドの緩急 を

っ けた り,フ ェイ ン トを した りす るよ う にな り,

「とおせ んぼ」 の動 きをよ く見て抜 くことが でき る

生徒 もいた.ほ とんどの生徒 が 「とおせ んぼ」 の動

きがで きるよ うにな ったが,「 とおせ ん ぼ」 とい う

行為の理解 にはっ なが らず,左 右 に動 いてい るだ け

で防御 で きず に,相 手 が右 に行 って も,自 分 は左 に

動いて簡単 に抜かれて しまう生徒 もいた.

5)空 間認知(第10時)

3対3で は,事 前 にホ ワイ トボー ドを使 って 「空

いてい るスペ ース」 を視覚的 に確認 し,実 際にゲー

ムに取 り組 んだ.ス ター ト位置 で,敵 であ る教 師が

ぴ った りと生徒 をマー クす ることで,生 徒 は敵 の背

後のスペースが空 いて いることに気づ きダ ッシュで

走 り込む 様子が 多 く見 られ た.ま た,敵 の手 が じゃ

まなので,チ ェス トパ スでは な く自然 とバ ウン ドパ

スをす る生徒 もいた.

6)「 ナイス プ レイ」「ナイス応援」(第1～12時)

学習終 わ りの 「ナ イス プ レイ」 「ナ イス応援」 の

発表で は,選 ばれた生徒 が前 に出て,笑 顔で みん な

の前 に立 った.(図10)発 表前 は,多 くの生徒 たち

の表情か ら 「選ばれ るか も しれ ない」 という期待感

が感 じられ た.そ れぞ れの特 に良か った ところを紹

介す ることで,生 徒 たちは誇 ら しげな表情 を して い

た.単 元期 間 内に全 員が前で称賛 され るよ うに,教

師が意識 して生徒 の様子 を観察 していた ことで,全

員がみん なか らの拍手 をもらうことがで きた.

7)ポ ー トボール大会(第12時)

単元最後 のポー トボール大会 では,み ん ながボー

ル に注 目でき るようにな り,攻 め る方 向や攻 防がわ

か る(守 るときに手を挙 げて じゃます る)よ うになっ

た.攻 めるチー ムの生徒 は,ボ ールを も らう ときに

声をか け合 った りポールを持 った らシュー トを狙 う

等 の姿 が見 られ た.シ ュー トに関 して は,か な り遠

い場所か らロングシュー トを打 ち,決 ま るとガ ッツ

ポ ーズをす る生徒 もみ られ た.ま た,自 分で シ ュー

トを決 めやす い位 置 に気づ き,攻 め になる と,毎 回

走 ってそ の位 置 に行 き,「 ハ イ!」 と言 って両 手 を

挙 げ,ボ ー ルを も らう生徒 もいた.ま た,ド リブル

を して移動す る姿や,ボ ールを持 っていない ときに

敵を抜 いて空 いているスペースへ走 りこんだ り,チ ー

ムメイ トにパ スをす るよう声 をか けた りす るなど,

練習 した こ とを活用 しよ う とす る姿 が 見 られ た.

(図11)

単元全体 を通 して,タ オル体操や とおせ んぼゲー

ム,ド リブルお にご っこでは,楽 しみ なが ら運動 し,

自ら動 きを工夫す る姿が見 られた.ま た,日 に 日に

生徒た ちが積極 的 に取 り組む ように なったので,授

業 自体 に大変活 気があ った.そ れぞれ の生徒 が 自分

のペ ースで主体 的 に運動 に取 り組み,次 の活 動へ移
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図11ポ ー トボール大会 の様子

る場面で もダ ッシ ュで移動す るように なった.ポ ー

トボール大会終 了後,生 徒 たち に感想 を尋 ねてみ た.

「ボール運 動 は苦手 だ った けど,面 白 くな った.ま

たや ってみたい」や 「試合が楽 しか った」 とい う感

想が聞かれた.

4.成 果 と課題

本実践 の成果 と して,以 下 の ことが挙 げ られ る.

【知識及び技能】

・ドリブルやパ スの動 きが よ くな り,攻 防がわか る

ようになった.

・単元直後 に実施 した新体力テス トの 「ハ ン ドボー

ル投 げ」で は,18人 中10人 の記録 に伸 びが見 られ

た.

【思考力,判 断力,表 現力等】

・体の動か し方やボールの扱い方を意識 し(自 らや

友達を見て ・友達の意見を取 り入れて)動 きを工

夫す るようになった.

【主体的 に学習 に取 り組む態度】

・仲間 と勝 利 を 目指す ,悔 しが る,と い った仲 間意

識の高 まりが見 られた.

・楽 しんで運動 に取 り組む姿 ,活 気が あ った.

今回 の実践 で は,生 徒 が見通 しを持 ち,安 心 して

活動で き る雰 囲気 づ くりを行 い,学 習活動 では,ワ

クワクす るようなものや感情を揺 さぶ るような活動

を準備 した.こ のような内面への アプ ローチを工 夫

す る取組が主体的 な姿を引 き出 した と考え る.

また,動 きを 「焦点化」 して見 ることや 「言語化」

して伝 えるこ とで,仲 間の よい動 きを見 て模倣 した

り,朝 の会 の中でVTRを 見 て振 り返 った り して,

動 きの イメージづ くりを行 った.自 分 の動 きや まわ

りとの対話 を通 して思考す る過程 を,繰 り返 し取 り

入れた.

この,内 面へ のアプ ローチ と動 きのイメージづ く

りが,大 会 当 日の ゲームで,自 分で ゴール を決 めや

す い位置 を考 え,素 早 く移動す る とい った,自 分で

課題 を見っ けて試 行錯誤 し,よ りよ く解決す るとい

う姿 にっ なが った.練 習 した こ とを生か し,自 分 な

りに思考 してゲー ムで活用で きた ことは,本 単元で

目指 していた 自分で習得 ・活用 ・探求す る主体的 な

生徒 の姿 であ る.こ の主体的 な姿が次 の学 習や他 の

学習 の基盤 とな り,そ の生徒の学 び方 にっ なが って

い くと考え る.(図12)

今回 「す る ・知 る ・み る ・応援す る」の視点で取

り組 んだ ことも,思 考 を促 し,見 て動 きをイメー ジ

す るこ との一助 とな った.今 回の取組で は,思 考や

言語化す る姿 が多 く見 られ,審 議 のまとめ(文 部科

学省,2016)で 課題 と して挙 げられ ていた 「習得 し

た知識や技能を活用 して課題解決す る」姿が数多 く

見 られた.チ ームの仲 間を 「応援す る」場面 も多 く

設定 した こ とか ら,今 後 は さらに 「オ リンピ ック ・

パ ラ リンピ ック」等の競技 にも関心を広 げて きた い

と考え る.

課題 と しては,「集 団の中の個へ の対応」 「目標 の

立て方」 「授 業時間が短 い」 との3点 が挙 げ られ る.

「集団の中の個への対応」 にっいては,今 回 も行 っ

て はいた が,さ らに全 体で指導す る場面 と実態 に応

じた グルー プ別活動や個別活動を取 り入れ ることで

改善で きると考え る.

「目標 の立 て方 」 にっ いて は,育 成 したい力を 明

確 にす ることで より具体的 な 目標が立て られ ると考

え る.

「授業時 間が短 い」 ことにっ いては,時 期 や単元

によ って ま とめ どりをす るなど,次 年度 への対応策

にっいて も挙 げることがで きた.

5.お わ りに

ポー トボールの単元の取組 を通 して,目 標 を達成

できたかを自分で振 り返 る力等の深 い学 びにっ なが っ

た と考え る.

そ の姿が1月 に10日 間の単 元 「マ ラソ ン大会 を

がんば ろう」 の取 組で見 ることができた.20分 間で,

で きるだ け長 い距離を走 ることを 目標 に取 り組んだ.

この単元 では,一 人一 人が 自分 の力 を発揮 して精一

杯走 る姿が見 られ,自 分で立てた 目標 を18人 中15人

が達成す ることがで きた.

2日 間走 った後,生 徒 が 自分で 目標 を設定 し(20

分 間で走 る周数),毎 回 自分で記録 表 をっ けて振 り

返 るよ うに した.ま た,記 録 を とり,記 録が競 えそ

うな 「ライバ ルの友だち」 を教 師が伝え,意 識 して

走 るように働 きか けた.こ れ らの 目標達成 に向 けて

頑張 るような内面 への アプローチが,主 体 的 に走 る

姿 を引 き出 した.ま た,「腕 をふ る」 「顔 を上 げ る」
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境内 エ ミ・日置健児朗 ・田中 晶子 ・大石 康晴 ・坂下 玲子

必然性を仕組み主体的な動きを引き出す

図12「 効果的な授業づくり」モデル

「足 を大 き く出す」 「呼吸法」 「残 り5分 で あとひ と

ふん ば り」等 の具体 的 な動 きや,「 ライバ ル を意 識

して走 る」(負 けな いよ うに,抜 かれ ない ように と

い うス ピー ドへの意識)等 の動 きの イメー ジづ くり

が,自 分や まわ りとの対 話を通 して思考す る過程 を

助 けた と考え る.

この ような取組 が,ポ ー トボール の取組 か ら続 く

学びの深 まりであ ると考え る.
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